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『
華
岡
胄
洲
と
「
乳
巖
治
験
録
」
』

か
ね
て
か
ら
華
岡
青
洲
先
生
研
究
家
で
あ
る
松
木
明
知
先
生
が
、
華

岡
青
洲
の
最
大
の
事
業
で
あ
る
世
界
で
最
初
に
全
身
麻
酔
下
乳
巌
の
手

術
を
さ
れ
て
か
ら
記
念
す
べ
き
二
○
○
年
後
の
今
川
、
そ
の
「
乳
雌
治

験
録
」
を
上
梓
さ
れ
た
こ
と
は
真
に
意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

先
生
に
は
各
種
文
献
を
も
と
に
和
洲
五
条
駅
の
藍
屋
か
ん
（
六
○
歳
）

の
乳
雌
手
術
を
敢
行
さ
れ
た
事
実
を
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
乳
雌
手
術
の

図
式
を
掲
戦
さ
れ
て
判
明
し
や
す
く
さ
れ
た
点
、
又
そ
れ
以
後
の
手
術

例
な
ど
も
研
究
さ
れ
て
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
は
青
洲
の
乳
巌
外
科
手
術

を
知
る
上
で
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

尚
、
巻
末
に
は
文
献
が
数
多
く
判
明
し
や
す
く
列
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
青
洲
研
究
家
に
と
っ
て
今
後
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

先
生
の
ご
労
作
に
対
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

所
で
、
私
は
五
代
目
で
す
が
、
初
代
の
岩
瀬
敬
介
は
額
田
郡
高
須
邑

よ
り
文
政
十
二
年
八
月
舂
林
軒
に
入
門
し
、
六
十
九
歳
晩
年
の
青
洲
先

生
に
師
事
し
て
四
年
間
の
後
免
許
皆
伝
と
な
り
帰
郷
し
現
在
の
岡
崎
市

〔
東
京
都
世
田
谷
区
北
沢
一
’
二
一
’
六
、
平
成
十
六
年
四
月
十
日
、
Ａ

五
判
、
三
一
六
頁
、
非
売
品
〕

は
他
で
は
得
が
た
い
資
料
と
し
て
感
動
を
与
え
る
と
思
う
。

（
榊
原
悠
紀
川
郎
）

松
木
明
知
杵

福
岡
町
に
て
開
業
し
ま
し
た
。

帰
郷
に
際
し
敬
介
は
七
十
一
歳
の
時
、
青
洲
先
生
寿
像
や
先
生
の
数

多
く
の
伝
言
及
び
二
巻
の
秘
伝
図
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
伝
吉
は
青
洲

先
生
の
秘
伝
講
義
録
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

胄
洲
先
生
医
談
、
青
林
軒
膏
方
便
覧
、
東
郭
先
生
医
談
華
岡
先
生
評
、

吉
益
丸
散
方
、
丸
散
方
考
、
搬
要
方
（
二
巻
）
、
外
科
虎
方
録
、
青
嚢
秘

録
、
丸
散
録
（
完
）
、
南
涯
先
生
青
洲
先
生
険
証
百
門
等
、
婦
人
良
方
、

産
科
璃
言
（
全
）
、
燈
火
医
談
（
全
）
、
華
家
門
人
姓
名
録
、
治
痘
要
方
、

瘡
科
哨
言
（
全
）
、
等
で
あ
り
ま
す
。

又
、
秘
伝
の
巻
き
物
は
二
巻
で
あ
り
一
つ
は
整
骨
巻
木
綿
の
秘
事
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
外
科
の
秘
事
で
あ
り
、
外
科
の
秘
事
の
一
部
は
前

半
が
欠
落
し
て
お
り
、
よ
っ
て
青
洲
を
有
名
に
し
た
乳
巌
の
手
術
の
図

式
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

呉
秀
三
先
生
の
華
岡
青
洲
及
其
外
科
の
乳
服
姓
名
録
に
よ
れ
ば
そ
の

手
術
例
は
敬
介
の
入
門
し
た
一
八
二
九
年
で
は
三
例
で
あ
っ
た
が
翌
年

翌
々
年
に
は
各
二
例
あ
り
、
帰
郷
の
天
保
三
年
に
は
一
例
も
記
戦
さ
れ

て
あ
り
ま
せ
ん
。
松
木
先
生
の
乳
厳
治
験
録
に
よ
れ
ば
一
八
○
四
年
か

ら
一
八
○
八
年
の
五
年
間
で
は
一
六
件
で
、
一
八
○
九
年
か
ら
一
八
一

三
年
の
五
年
間
で
は
四
三
件
と
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

敬
介
の
春
林
粁
入
門
中
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
某
日
、
晴
、
冑
洲
先
生

と
吉
野
川
に
鮎
釣
り
に
行
き
帰
宅
後
、
舞
妓
を
呼
ん
で
大
い
に
楽
し
ん

だ
と
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
青
洲
先
生
も
ご
壮
健
の
様
子
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
晩
年
に
な
っ
て
手
術
例
が
壮
年
期
に
比
較
し
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〔
岩
波
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
二

’
三
、
電
話
○
三
Ｉ
三
二
六
三
’
七
○
七
八
、
二
○
○
四
年
三
月
十
七

日
、
三
三
二
頁
、
非
売
品
〕

て
極
め
て
少
な
い
の
は
何
故
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
又
敬
介
の
胄
洲
先

生
の
伝
言
の
中
に
も
乳
巖
手
術
の
術
式
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
何
故

で
し
ょ
う
か
。
敬
介
の
当
時
の
日
記
に
首
つ
り
、
鎖
陰
痛
、
嘔
吐
不
止

者
、
等
の
こ
と
は
述
べ
て
あ
り
ま
す
が
乳
巌
手
術
の
こ
と
は
言
か
れ
て

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
青
洲
先
生
が
老
年
に
な
り
乳
巖
の
手
術
も
積
極
的
に
や
ら
れ

な
く
な
っ
た
の
が
原
因
で
し
ょ
う
か
、
或
い
は
敬
介
が
乳
巖
の
手
術
に

対
し
て
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

点
博
学
の
松
木
先
生
の
ご
見
解
を
お
示
し
頂
け
れ
ば
真
に
幸
い
で
あ
り

ま
す
。

（
岩
瀬
敬
司
）

編
集
後
記
向
哩
訟
謝
鴻
鴨
鯆
擬
蝿

億
円
返
還
困
難
東
京
地
裁
が
破
産
宣
言
」
（
読
売
新
聞
朝
刊
）
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
本
学
会
で
も
会
員
の
年
会
費
を
預
け
、
学
会
誌
発
行
な

ど
の
運
営
を
学
会
事
務
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
い
る
。
▼
こ
の
件
に
関

し
て
八
月
二
十
八
日
、
本
学
会
の
臨
時
理
事
会
が
開
か
れ
、
七
月
二
十

一
日
現
在
の
預
か
り
金
四
十
一
万
余
円
の
金
額
は
返
還
不
能
と
な
る

が
、
学
会
の
顔
で
あ
る
学
会
誌
の
発
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。
今
後
も
安
心
し
て
投
稿
し
て
下
さ
い
。
▼
学

会
事
務
セ
ン
タ
ー
の
破
産
に
よ
り
、
学
会
の
事
務
を
ま
た
学
会
内
部
で

取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
学
会
誌
へ
の
原
稿
は
順
天
堂
大
学
に
送
っ

て
下
さ
い
。
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
、
五
十
巻
三
号
の
発
行
が
遅
れ
て

し
ま
い
、
深
謝
致
し
ま
す
。
本
号
は
邦
文
原
著
一
篇
、
英
文
原
著
二
篇
、

研
究
ノ
ー
ト
三
篇
、
資
料
二
篇
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
▼
し
か
し
、

原
著
の
投
稿
が
少
な
い
の
で
、
次
号
の
発
行
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

特
に
英
文
論
文
の
在
庫
が
な
い
の
は
頭
が
痛
い
。
英
文
論
文
の
数
や
量

が
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
の
刊
行
補
助
金
の
大
き
な
条
件
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
今
年
は
学
会
事
務
セ
ン
タ
ー
の
預
か
り
金
返
還
不
能
と
ダ

ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
た
。
役
員
や
委
員
た
ち
の
さ
ら
な
る
努
力
は
勿
論

だ
が
、
会
員
の
協
力
も
欠
か
せ
な
い
。
▼
学
会
誌
に
は
、
原
著
、
研
究

ノ
ー
ト
、
資
料
の
他
に
書
籍
紹
介
、
文
庫
め
ぐ
り
、
広
場
と
い
う
ペ
ー

ジ
も
設
け
て
い
る
が
、
最
近
原
稿
の
集
ま
り
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
こ

ち
ら
の
方
も
、
会
員
の
積
極
的
な
投
稿
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
蔵
方
宏
昌
）


